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複雑で精度が求められる高度な精密製品加工技術や難削材加工技術を駆使し、機械部品メーカー
の株式会社 グループ本社のメーカー等に加工済み製品を供給している。

Garage Minato(ガレージミナト)のコンセプトとしている高度な社会課題の解決を可能にするために知財ビ
ジネス報告書の作成に取り組んだ。

過去～現在

（As-Is）

現在～将来

（To-Be）

知的財産（強み・壁）を

いかにして生み出し、安定

した事業に貢献しているか
についてストーリー化する

将来像の実現に向けた課

題およびその解決の方向

性（事業構想）を明確
化する

将来像の実現に向けた実
行計画をストーリー化する

切削加工の精度は一般的な精密加工が±0.01mm(20μm)であるのに対して、当社は、保有設備は
もとより、設備の使いこなし、温度管理、測定等の技術によって、加工精度±0.001mm(2μm）を可
能としていることについて整理。

ノウハウの管理をより厳密なものとするため、不正競争防止法上の営業秘密要件の具備を徹底する
こと等を整理。

営業秘密要件の具備を徹底するため、文書管理と漏洩対策として、「秘密情報の保護ハンドブック」
を活用して秘密情報の漏洩対策を施すこと等を整理。

知財・事業の概要および知財ビジネス報告書作成の目的

企業名 成光精密株式会社 金融機関名 尼崎信用金庫

作成を支援した

機関名・氏名
鷹津中小企業診断士・弁理士事務所 鷹津俊一氏

知財ビジネス報告書への記載概要

製造業 特許

5軸マシニングセンターによる部品加工
（精密製品加工事業）
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尼崎信用金庫からの評価結果

知財ビジネス報告書
を通じて認識した強み

・最新設備5軸マシニングセンターをはじめとした様々な切削加工機械を保有。
・複雑で高精度を求められる部品加工にも対応できる高い技術力を有する。

・24時間室温が空調管理され、専任の検査チームでは0.001ｍｍまでの対応が可能。
改めて認識した点

新たに認識した点
・モリブデンといった難削材も誤差0.01ｍｍを実現する等高い技術力を有する。
・大手メーカーから絶対的な信頼を得ており、試作開発における設計製作業務を任されている。

知財ビジネス報告書
を通じて認識した課題

・知的財産権委関する専門スタッフ（法律的専門家）、外部専門家、公的支援機関が不十分。

・開発パートナー、共同開発のインフラが不十分。
改めて認識した点

新たに認識した点
・知的財産権にかかる社内規定、NDA、契約書ひな形等の未整備。
・ユーザー側の視点に立った製品開発（ユーザー側のニーズの聞き取り）

将来のビジネス展開に

向け金融機関として
サポートできる点

・同社が認識できていない課題を抽出することが、今後の事業展開を考える上で不可欠と考える。

・そのために、従業員による「課題抽出プログラム」（当庫商品名：あましんサポートプログラム）を取り組み、従業員が認識し
ている課題と新たに抽出された課題（誰も認識しておらず、新たに見出された課題）を社内で共有する。

・社長が長年の経験から培ったノウハウやスキルは暗黙知化されているので、これらを形式知化する必要がある。ついては知財
専門家と形式知化に努める。

成光精密社からのコメント

知財ビジネス報告書の作成を通じて得られた
新たな気づきがあったか

個別で課題だと感じていたことが、1枚のシートでまとめられた事。守秘義務の管理が顧客満足につ
ながる事。属人化していて業務標準化が課題であることに気づけた。

知財ビジネス報告書をどう活用できそうか 顧客・サプライヤー、現場、銀行等のステークホルダーへの説明、巻き込みに使っていきたい。
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